
患者様とご家族の方へ 

 

イオヘキソール（オムニパークⓇ）の消化管造影検査における使用について 

 

現在、消化管造影検査に使用する水溶性造影剤ガストログラフィンⓇ経口・注腸用の出

荷量減少に伴い、安定的な供給が困難な状況が続いております。当院では、消化管造影検

査の際に非イオン性ヨード造影剤であるイオヘキソール（オムニパークⓇ）を使用するこ

とがあります。本剤は米国 FDAで消化管造影検査としての使用が承認されておりますが、

国内では消化管造影検査時の経口・注腸投与の承認適応を有しておりません（適応外使

用）。 

当院では、医師や様々な専門スタッフが安全性と妥当性を慎重に検討したうえで、院内

の審査手続きを経て適応外使用を実施しています。（2026 年 9月 3 日承認） 

 検査費用は通常の保険診療と同じです。ただし、イオヘキソール（オムニパークⓇ）の経

口・注腸投与は国内では適応外使用にあたるため、万が一副作用が生じた場合、国の「医

薬品副作用被害救済制度」の対象外となる可能性がありますことを、あらかじめご理解く

ださい。 

 

 本検査の実施にあたっては、個別に同意を頂くことに代えて、病院ホームページおよび

院内掲示にて情報公開することにより検査を実施しております（オプトアウト方式）。 

 

本検査を実施する場合は、担当医が患者様の病状や検査の必要性を十分に検討したうえ

でご提案するものです。検査を受けるかどうかは患者様の自由意思によって決定すること

ができ、検査を希望されない場合は拒否することも可能です。また、本剤の適応外使用を

希望されない場合であっても、そのことを理由として診療上不利益な取り扱いを受けるこ

とはありません。ただし、他の検査方法への変更、または病変の評価が十分に出来ない可

能性があります。その場合は担当医が代替となる検査方法や診療方針についてご説明いた

します。 

 

 本検査に関してご不明な点がございましたら、担当医や看護師、放射線技師等にお気軽

にお尋ねください。 
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